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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上面に吸込口が形成され、下部に空気を吹き出す吹出口が形成されたケーシングと、該ケ
ーシング内の吸込口から吹出口に至る空気通路に配設された送風ファンと、該送風ファン
を囲むように前記空気通路に形成された室内熱交換器と、前記ケーシングの前面に設けら
れた導風パネルとを備え、前記導風パネルは、吹出口から吹出す空気を略水平方向ないし
斜め上方に導く導風姿勢と、ケーシングの前面に沿って配され、前記吹出口を含むケーシ
ングの前面の少なくとも下半分を覆う覆い姿勢とに切換え自在に設けられ、前記覆い姿勢
における導風パネルの上端よりも上側で、前記ケーシングの前面上部にリモコンの第１の
受信部が配設され、前記ケーシングの下面で導風パネルから外れた位置に、前記第１の受
信部とは別に第２の受信部が配設されたことを特徴とする壁掛型の空気調和機。
【請求項２】
前記吸込口に対面してフィルタが配設され、前記ケーシングの前面上部に前記フィルタを
着脱自在に挿入するフィルタ挿入口が形成され、前記第１の受信部が、前記フィルタ挿入
口よりも上側に配設されたことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
前記ケーシングの前面上部に、運転表示部が前記第１の受信部と並んで配設されたことを
特徴とする請求項１または２に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、空気調和機の室内ユニットにおける運転表示部の配置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機の室内ユニットとして、特許文献１には、空気吸込口を有する化粧パネルが
前面中央から左右になだらかに湾曲する曲面に形成させ、この曲面の裏側に、長手方向が
直線状あるいは曲面に沿わせる形状をした熱交換器を配設するとともに、筐体前面は、そ
の幅方向中央が突出し、この突出部の下部にリモコンからの受信部および運転表示部を配
設したものが開示されている。
【０００３】
　また、特許文献２，３には、室内ユニットの下部の吹出口に、吹出す空気の流れを水平
方向から斜め上方に向けるメイン水平フラップおよび補助水平フラップを設け、吹出し空
気を遠方まで届かせることにより、居住者の快適性を向上させようとする空気調和機が提
案されている。
【特許文献１】特開平７－６３３６８号公報
【特許文献２】特開２００２－２９５８８８号公報
【特許文献３】特開２００５－３１５５３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献２、３に開示された空気調和機では、吹出口からの吹出し空気
を遠方に届かせるために、メイン水平フラップを大きくしなければならない。メイン水平
フラップを大きくすると、吹出口を覆うのみならずケーシングの前面を覆うほど大きくな
る。
【０００５】
　一方、上記のような壁掛型の室内ユニットは、室内の高所の壁に据え付けられており、
使用者はその室内ユニットの下方に居住しているのが通常である。そうすると、ケーシン
グの前面に設けられた運転表示部やリモコンの受信部がメイン水平フラップによって隠れ
てしまい、本来の機能を発揮することができなくなる。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑み、吹出し空気を遠くまで届かせることができる機構を備えていて
も、受信機能や表示機能を十分発揮することができる空気調和機の提供を目的としている
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る壁掛型の空気調和機は、上面に吸込口が形成さ
れ、下部に空気を吹き出す吹出口が形成されたケーシングと、該ケーシング内の吸込口か
ら吹出口に至る空気通路に配設された送風ファンと、該送風ファンを囲むように前記空気
通路に形成された室内熱交換器と、前記ケーシングの前面に設けられた導風パネルとを備
え、前記導風パネルは、吹出口から吹出す空気を略水平方向ないし斜め上方に導く導風姿
勢と、ケーシングの前面に沿って配され、前記吹出口を含むケーシングの前面の少なくと
も下半分を覆う覆い姿勢とに切換え自在に設けられ、前記覆い姿勢における導風パネルの
上端よりも上側で、前記ケーシングの前面上部にリモコンの第１の受信部が配設され、前
記ケーシングの下面で導風パネルから外れた位置に、前記第１の受信部とは別に第２の受
信部が配設されたことを特徴としている。
【０００８】
上記構成によると、吹出口から吹出した空気は、略水平方向の導風パネルにより略水平か
ら斜め上方に導かれ、遠方に届くようになる。この導風パネルは、その覆い姿勢で、ケー
シングの前面に沿って配置され、吹出口を含むケーシングの前面の少なくとも下半分以上
を覆うことになる。本発明では、運転表示部を導風パネルの上方位置で、ケーシングの前



(3) JP 4847299 B2 2011.12.28

10

20

30

40

50

面上部に配置すると、導風パネルが空気を略水平方向に導く導風姿勢を保持している場合
でも、導風パネルに遮られることなく、運転表示部を明確に視認することができる。
【０００９】
　運転表示部での表示は、ＬＥＤにより、室内ユニットに設けられたイオン発生装置から
放出される除菌イオンの運転状況や室内の空気の汚れ具合を表示する。また、設定温度や
室外の温度を表示することもできる。これらの表示を使用者が視認することにより、リモ
コン操作でイオン発生装置を運転操作したり、冷房・除湿運転や暖房運転への切換え操作
を行うことができる。
【００１０】
　また、導風パネルの導風姿勢と覆い姿勢との切換えは、導風パネルの移動によって切換
え可能であり、平行移動式あるいは回動式のいずれを採用してもよい。回動式の場合、導
風パネルをその下端の第１軸周りに開閉回動して導風姿勢と覆い姿勢とに切換え自在とし
、前記ケーシングに支持することができる。
【００１１】
　また、導風パネルは、覆い姿勢で主に吹出口を覆うカバーパネルと、該カバーパネルの
上側に配置される延長パネルとに分割し、カバーパネルが延長パネルに対して回動自在に
支持される構成とすることができる。
【００１２】
　上記構成によると、導風パネルの導風姿勢で吹出口からの空気を略水平方向に遠方に飛
ばすことができる。また、カバーパネルを延長パネルに対して回動軸周りに回動してカバ
ーパネルを垂直姿勢に切り換えることにより、吹出口からの吹出した空気を垂直下方に導
くことができる。
【００１３】
また、運転表示部に並んでリモコンの第１の受信部を配設することができる。これにより
、視認性を確保できる運転表示部に並んで第１の受信部を配置しているので、導風パネル
が大きくてもリモコンからの信号が第１の受信部に届くようになる。
【００１４】
　また、ケーシングの下面で導風パネルから外れた位置に、第１の受信部とは別に第２の
受信部を配設することができる。
【００１５】
　上記構成によると、導風パネルが、その導風姿勢で略水平方向に延びているので、リモ
コンからの信号が導風パネルによって遮断され、第１の受信部に信号が届かなくなるおそ
れがある。このような場合でも、導風パネルよりも下面に位置する第２の受信部によりリ
モコンからの信号を受信することができるため、リモコンによる遠隔操作が容易に行える
。
【００１６】
また、吸込口に対面してフィルタが配設されているが、このフィルタをケーシングの前面
上部に形成されたフィルタ挿入口から着脱自在に挿入する場合がある。このような場合、
運転表示部と第１の受信部とはフィルタ挿入口よりもさらに上側に配設する方が好ましい
。運転表示部または第１の受信部をフィルタ挿入口の形成位置から回避して、その上側に
配置することにより、運転表示部をさらに確実に視認することができ、また、リモコンか
らの信号を第１の受信部で受信しやすくなる。
【００１７】
　また、ケーシング内で熱交換器と吸込口との間にフィルタを清掃するフィルタ清掃装置
が配設される場合がある。このような場合、フィルタ清掃装置は、ケーシング内でフィル
タを移動させる側面視でＵ字形に湾曲して形成された移動案内路と、該移動案内路に面し
てフィルタに付着した塵埃を吸引して除去する塵埃除去ボックスと、フィルタを移動案内
路に沿って移動させる駆動部とを備えているので、移動案内路の一部をフィルタ挿入口に
連通させることで、フィルタをフィルタ挿入口から着脱自在に装着することができる。
【発明の効果】
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【００１８】
以上のように、本発明によると、吹出口から吹出した空気は導風パネルにより略水平方向
ないし斜め上方に吹出して遠方まで届かせることができるが、このとき、第１の受信部が
ケーシングの前面上部に配置しているため、導風パネルの存在にも関わらず、導風パネル
が大きくてもリモコンからの信号が第１の受信部に届くようになる。また、導風パネルが
、その導風姿勢で略水平方向に延びているので、リモコンからの信号が導風パネルによっ
て遮断され、第１の受信部に信号が届かなくなるおそれがあるが、このような場合でも、
導風パネルよりも下面に位置する第２の受信部によりリモコンからの信号を受信すること
ができるため、リモコンによる遠隔操作が容易に行える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　＜第１の実施形態＞
　図１は本実施形態のセパレート型空気調和機の室内ユニットにおける導風パネルの覆い
姿勢を示す断面図、図２は同じくその斜視図である。図３は室内ユニットのカバーパネル
の開姿勢を示す断面図、図４は同じくその斜視図である。図５は室内ユニットにおける導
風パネルの導風姿勢を示す断面図、図６は同じくその斜視図である。図７は室内ユニット
を下側から見た斜視図、図８は吹出口の導風パネルおよびケーシングの前面パネルを取り
除いた状態を示す斜視図である。
【００２０】
　室内ユニット１は、図１及び図２に示すように、ケーシング２の上面に空気の吸込口３
が形成され、ケーシング２の前面下部に空気の吹出口４が形成される。ケーシング２の内
部には、吸込口３から吹出口４に至る内部空気通路が形成され、この内部空気通路に熱交
換器５と室内ファン６とが配設される。
【００２１】
　内部空気通路は、ケーシング上面の吸込口３から吸込んだ室内の空気をフィルタを通し
た後、熱交換器５で熱交換し、冷風又は温風として室内ファン６によって吹出口４から室
内側に放出されるものである。この内部空気通路において、吹出口近傍で正負のイオンを
放出し、この正負の除菌イオンを吹出される空気と共に室内に放出されるように、イオン
発生装置４５を吹出口４の近傍に設けることができる。
【００２２】
　室内ファン６は、クロスフローファンであって、その回転軸の軸方向が左右方向とされ
る。室内ファン６は、内部空気通路において熱交換器５よりも吹出口４側に配置される。
【００２３】
　熱交換器５は、４つの熱交換器５ａ～５ｄから構成され、これらのうち３つの熱交換器
５ａ、５ｂ、５ｃが前後および上側の三方から室内ファン６を囲むように配置される。後
側に位置する熱交換器５ｃの背面側には、さらに一つの補助熱交換器５ｄが後ろ側熱交換
器５ｃと平行に配置される。各熱交換器５は、熱媒管と多数のフィンとから直方体形状に
形成され、熱媒管の端部同士で他の熱交換器と接続され、冷凍サイクルの一部を構成する
ようになっている。
【００２４】
　また、例えば、後ろ側の熱交換器５ｃ、５ｄと前側の熱交換器５ａ、５ｂとの間に切換
弁（不図示）を設け、除湿運転時には、後ろ側の熱交換器５ｃ、５ｂを凝縮器として使用
し、前側の熱交換器５ａ，５ｂで湿気を除去した空気を、後ろ側熱交換器５ｃ、５ｄの排
熱を利用して暖めて吹出口４から放出する再熱除湿もできるようになっている。
【００２５】
　吸込口３に対面して吸込んだ室内の空気から塵埃を除去するフィルタ２１が設けられる
。フィルタ２１は、極細繊維がネット状に編成又は織成され、吸込口３に対面して配置す
ることにより、吸引した空気から塵や埃を除去できるようになっている。
【００２６】
　このフィルタ２１を清掃する清掃装置２２が設けられる。フィルタ清掃装置２２は、ケ
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ーシング２の上面前側と前面上側と前側の熱交換器５ａ、５ｂとで囲まれた空間部に配置
される。フィルタ清掃装置２２は、ケーシング２内でフィルタ２１を移動させる側面視で
Ｕ字形に湾曲した移動案内路２４と、該移動案内路２４に面してフィルタに付着した塵埃
を吸引除去する塵埃除去ボックス２５と、フィルタ２１を移動案内路２４に沿って移動さ
せる駆動手段２６とを備えている。
【００２７】
　移動案内路２４は、吸込口３に対面した配置されたフィルタ２１の前端部をケーシング
２の前部でＵ字状に折り返して熱交換器５側に導く経路となっている。そして、移動案内
路２４は、フィルタ４の左右両端部を挿入可能となっている。
【００２８】
　塵埃除去ボックス２５は、Ｕ字状の移動案内路２４の上側通路部分に配置される。塵埃
除去ボックス２５は、断面半筒状の表側ボックス２７と同じく断面半筒状の裏側ボックス
２８とが互いの開口を突き合せるように対向配置され、その間にフィルタ２１を通過させ
るようになっている。表裏のボックス２７，２８の端部には吸引ファン（不図示）が設け
られ、この吸引ファンにより、フィルタ２１と略平行方向（左右方向）に空気を流すこと
で、フィルタ２１に付着した塵埃を除去する。この際、塵埃除去ボックス内に回転ブラシ
を設け、フィルタ２１に付着した塵埃を掻き取るようにしてもよい。
【００２９】
　駆動手段２６は、モータ３０と、このモータ３０に連結されたギヤ機構３１等から構成
される。最終のピニオンギヤが、フィルタ２１の左右方向の端部に形成されたラック部に
噛合され、モータ３０を駆動することにより、フィルタ２１が移動案内路２４を往復動す
るようになっている。なお、フィルタ２１の移動をスムーズに行うために、フィルタ２１
の一部を押圧するゴムローラを設けてもよい。
【００３０】
　また、ケーシング２の前面上部にはフィルタ２１を着脱自在に挿入するフィルタ挿入口
３３が形成される。このフィルタ挿入口３３は、Ｕ字形の移動案内路２４の湾曲部に連通
され、フィルタ２１をフィルタ挿入口３３から移動案内路２４に着脱自在に介入できるよ
うになっている。フィルタ挿入口３３は、吹出口４の上側に形成された矩形の開口であっ
て、左右一対のフィルタに合わせて左右一対の開口が設けられている。このフィルタ挿入
口３３を含み、ケーシング２の吹出口４よりも上側前面部は、前面パネル４４によって覆
われる。前面パネル４４は、ケーシング２に対して着脱自在に取り付けられる。
【００３１】
　吹出口４には、縦ルーバ３６ａと横ルーバ３６ｂとからなる風向変更装置３６が設けら
れ、吹出口４から吹出す風の向きを変更することができるようになっている。この風向変
更装置３６は、公知の構造のものである。本発明では、この風向変更装置３６とは別に、
ケーシング２の前面に覆い姿勢と導風姿勢に切換え自在な導風パネル７が設けられる。こ
の導風パネル７は、吹出口４から吹出す空気を略水平方向で遠方に導くもので、導風パネ
ル７の下端が第１の回動軸１０周りに回動自在にケーシング２に軸支されている。
【００３２】
　そして、導風パネル７は、第１の回動軸１０周りに回動により、吹出口４から略水平方
向に配置されて吹出口４から吹出す空気を略水平方向に導く導風姿勢と、ケーシング２の
前面に沿って配置され、吹出口４を含むケーシングの前面の少なくとも下半分を覆う覆い
姿勢とに切換え自在とされる。
【００３３】
　導風パネル７の導風姿勢は、主として、冷房運転時に吹出口４から吹出された風を導風
パネル７に沿って略水平方向ないし斜め上方に導き、室内の天井に沿って遠方に空気に導
くときに採用される。
【００３４】
　また、導風パネル７は、その覆い姿勢で、ケーシング２の前面下部から前面にかけて、
吹出口４及びその周辺部分を被覆するように設置される。すなわち、導風パネル７は、吹
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出口４よりも大きく形成されており、ケーシング２の前面のほぼ全域を覆う大きさとされ
ている。
【００３５】
　さらに、導風パネル７は、主に吹出口４を覆うカバーパネル８と、該カバーパネル８の
先端部に連続して設けられた延長パネル９とに分割される。カバーパネル８は延長パネル
９に対して第２の回動軸１１の周りに開閉回動自在に支持される。そして、カバーパネル
８は、延長パネル９をケーシング２の前面に沿わせた覆い姿勢を保ちつつ、第２の回動軸
１１の周りの回動により、吹出口４を覆う閉姿勢と、下端が垂直方向に開いた開姿勢とに
切り換え自在とされる。カバーパネル８の開姿勢は、主として暖房運転時や局所的に冷風
を吹出させたい急速冷房運転時に、吹出口４から吹出した風を垂直下方に導くときに採用
される。
【００３６】
　また、導風パネル７では、吹出口４の背面側の湾曲した通路壁に連続して風を遠方に導
くことができるように、カバーパネル８が側面視で凹曲面形状に形成され、逆に、延長パ
ネル９では、カバーパネル８から導かれた風がケーシング上面の吸込口３に吸込まれてシ
ョートサーキットを起こさないように内側に凸曲面形状に形成される。
【００３７】
　また、カバーパネル８および延長パネル９は、吹出口４から導かれる冷風と室内の空気
との接触により導風パネル７の表側に結露するのを防止するため、その内側が断熱ポリウ
レタンフォームで成形される。
【００３８】
　導風パネル７の回動機構について、さらに詳述する。延長パネル９は、吹出口４の左右
外側位置で左右一対の脚部９ｂが垂設される。脚部９ｂの下端部は、ケーシング２に第１
の回動軸１０周りに回動自在に軸支される。
【００３９】
　また、導風パネル７を構成する延長パネル９の左右両端部には、回動アーム１６が取り
付けられている。回動アーム１６には第１の回動軸１０を中心として円弧状に湾曲するラ
ック１６ａが形成されている。ラック１６ａは、ケーシング２内に設置されているピニオ
ン（図示略）と噛合しており、ピニオンが駆動することによって延長パネル９が回動軸線
１０ａ周りに回動する。導風パネル７が吹出口４を開放する際には、カバーパネル８は通
気部９ａを塞ぐ姿勢のままで延長パネル９とともに一体的に回動軸線１０ａ周りに回動す
る。これにより、延長パネル９は、ケーシング２に沿って配される覆い姿勢と略水平方向
に位置する導風姿勢とに切換え回動自在とされる。
【００４０】
　また、脚部９ｂは、板状であってケーシング２に沿って湾曲形状に形成される。また、
一対の脚部９ｂ間には吹出口４とほぼ同じ大きさの通気部９ａが形成される。
【００４１】
　一方、カバーパネル８は、ケーシング２の左右幅とほぼ同じ左右幅を有する。従って、
延長パネル９の脚部９ｂを覆い隠すように配置される。このカバーパネル８の上端は、延
長パネル９に設けられた第２の回動軸１１の軸線１１ａ周りに回動自在に取り付けられる
。
【００４２】
　さらに、詳述すると、カバーパネル８の左右両端部にはケーシング２の左右方向と平行
に第２の回動軸１１が形成される。第２の回動軸１１は、延長パネル９の脚部９ｂに形成
された軸受部に回動自在に軸受けされる。この軸受部は、吹出口４上端よりも上方位置に
配置される。
【００４３】
　また、カバーパネル８には、第２の回動軸１１を中心として扇状ギヤ１５が設けられる
。そして、延長パネル９がケーシング２に接近した覆い姿勢で、扇状ギヤ１５がケーシン
グ内に設置された駆動ギヤに噛合する。そして、駆動ギヤの回転駆動動作により、これに
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噛合う扇状ギヤ１５が回転し、カバーパネル８が回動するようになっている。
【００４４】
　また、カバーパネル８には、回動軸線１１ａを挟んで反対側にシール部１２が形成され
る。このシール部１２に対向して、ケーシングの吹出口４の上方位置でケーシング左右幅
方向Ａに溝部１９が形成される。溝部１９は、カバーパネル８が延長パネル９に対して下
端を開放した開姿勢をとるとき、シール部１２がケーシング２に接近する方向に回動する
のを許容するために形成される。そして、溝部１９の下壁部がシール部１２と当接する。
【００４５】
　延長パネル９には、シール部１２と延長パネル９との間の隙間をシールするシール材１
７が配設される。また、ケーシング２の吹出口４の下縁には、導風パネル７とケーシング
２との間の隙間をシールするシール材１８が配設される。
【００４６】
　また、ケーシング２の前面上部には、運転表示部４０とリモコンの第１の受信部４１が
並んで配設される。運転表示部４０および第１の受信部４１の配置は、導風パネル７の覆
い姿勢で、導風パネル７の上端よりも上側に位置する。また、ケーシング２の下面で、吹
出口４および導風パネル７から外れた位置に、第１の受信部４１とは別に第２の受信部４
２が配設される。
【００４７】
　運転表示部４０では、ＬＥＤにより、除菌イオンの運転状況や室内の空気の汚れ具合を
表示する。また、設定温度や室外の温度を表示する。第１受信部４１および第２の受信部
４２では、リモコンからの赤外線信号を受信する。
【００４８】
　上記構成においては、運転停止時には、導風パネル７がケーシング２の前面に沿ってケ
ーシング２のほぼ全面に配置された状態となっているが、導風パネル７よりも上方に運転
表示部４０があるため、室内空気の汚れ具合の表示や温度表示を容易に視認することがで
き、その視認結果に基づき空気調和機の運転制御を行いやすくなる。
【００４９】
　また、冷房運転時に導風パネル７を第１の回動軸１０周りに回動して導風姿勢にすると
、吹出口４から吹出した空気は、略水平方向の導風パネル７により遠方へ導かれ、略水平
方向ないし斜め上方へ遠方まで飛ばすことができる。したがって、室内ユニットを天井近
くの壁面に据え付けた場合、吹出口４から吹出した冷風は天井面に沿って室内全体に行き
渡り、室内全体を冷房することができる。
【００５０】
　このとき、運転表示部４０は、ケーシング２の前面上部に位置し、吹出口４の近傍から
離れた場所に設置されているので、吹出口４から吹出す冷風により運転表示部４０が結露
するのを防止することができる。
【００５１】
　また、導風パネル７は、その導風姿勢で、略水平方向に張り出し、また、導風パネル自
体の左右幅もケーシング幅と同じであるため、ケーシングの上部前面に位置する第１の受
信部４１ではリモコンからの送信を受信することができない。しかし、ケーシング２の下
面に第２の受信部４２を設けているので、リモコンからの指示信号を容易に受信すること
ができ、遠隔制御操作も容易に行える。
【００５２】
　一方、暖房運転時などに、カバーパネル８を第２の回動軸１１周りに開回動すると、カ
バーパネル８が垂直方向に向き、吹出口４から吹出した風が下方に導かれる。このとき、
室内ユニットから離れた位置でリモコンを操作した場合、カバーパネル８の垂直姿勢で下
方に垂れ下がった状態となり、リモコンからの操作信号がカバーパネル８によって遮断さ
れ、ケーシング２の下面の第２の受信部４２では受信できない可能性があるが、上側の第
１の受信部４１で受信することができるので、遠隔操作を容易に行なうことができる。
【００５３】
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　＜第２の実施形態＞
　図９及び図１０は、本発明の第２実施形態を示すセパレート型空気調和機の室内ユニッ
トの断面図である。図９は吹出口を覆うカバーパネルの閉姿勢を示し、図１０は同じくカ
バーパネルの開姿勢を示す。
【００５４】
　本実施形態における室内ユニット１は、ケーシング２の前面下部に形成された吹出口４
を覆う導風パネルを備え、該導風パネル７は、その上端に回動軸１０が形成されており、
ケーシング２の吹出口４上端よりも上方位置で回動軸１０を受ける軸受部に回動自在に軸
支されている。
【００５５】
　導風パネル７は、吹出口４を覆う覆い姿勢と、覆い姿勢からの回動角度が最も大きく略
水平ないしそれよりも斜め上方に開放した導風姿勢と、両姿勢の中間で吹出口４から吹出
した空気を下方に導く垂直姿勢との間で回動切換え自在とされる。
【００５６】
　運転表示部並びに第１の受信部および第２の受信部の配置位置は第１の実施形態と同様
である。
【００５７】
　上記構成においては、導風パネル７を覆い姿勢、導風姿勢、垂直姿勢のいずれの姿勢と
したときも運転表示部４０を視認することができる。また、リモコンからの信号は、仮に
、導風パネル７が導風姿勢のときに、導風パネル７によりリモコンの信号が遮断され、第
１の受信部４１に届かなくても、ケーシングの下面にある第２の受信部４２により受信す
ることができるので、空気調和機の遠隔制御も容易に行うことができる。
【００５８】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の範囲内で多くの修
正・変更を加えることができるのは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の第１実施形態を示す空気調和機の室内ユニットの断面図
【図２】図１の室内ユニットの外観を示す斜視図
【図３】図１における室内ユニットのカバー体が回動した状態を示す断面図
【図４】図３の室内ユニットの外観を示す斜視図
【図５】図１における室内ユニットの導風パネルが回動した状態を示す断面図
【図６】図５の室内ユニットの外観を示す斜視図
【図７】室内ユニットを下側から見た斜視図
【図８】吹出口の導風パネルおよびケーシングの前面パネルを取り除いた状態を示す斜視
図
【図９】本発明の第２実施形態を示す空気調和機の室内ユニットの断面図
【図１０】図９における室内ユニットのカバーパネルを開回動した状態を示す断面図
【符号の説明】
【００６０】
　　　　１　　　室内ユニット
　　　　２　　　ケーシング
　　　　３　　　吸込口
　　　　４　　　吹出口
　　　　５　　　熱交換器
　　　　６　　　室内ファン
　　　　７　　　導風パネル
　　　　８　　　カバーパネル
　　　　９　　　延長パネル
　　　　９ａ　　通気部
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　　　　９ｂ　　脚部
　　　　１０　　第１回動軸
　　　　１１　　第２回動軸
　　　　２１　　フィルタ
　　　　２２　　フィルタ清掃装置
　　　　２４　　移動案内路
　　　　２５　　塵埃除去ボックス
　　　　２６　　駆動手段
　　　　２７　　表側ボックス
　　　　２８　　裏側ボックス
　　　　３０　　モータ
　　　　３１　　ギヤ機構
　　　　３３　　フィルタ挿入口
　　　　４０　　運転表示部
　　　　４１　　第１の受信部
　　　　４２　　第２の受信部
　　　　Ａ　　　ケーシング左右方向

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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